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道州制の議論にあたっては、地方分権の徹底、国と地方の

役割分担の抜本的見直し、中央省庁の解体再編を含めた中央

政府の見直し、自主性・自律性の高い地方財政制度の構築な

どの基本原則が前提にならなければならない。これが確実に

担保される見込みがない現時点において、道州制をいかに進

めるかという方法論のみが先行することは地方分権の観点

からみて大いに懸念がある。 

また、我が国が直面している「少子高齢化」「地域経済の

グローバル化」に対応するためには、形ではなく地方の「機

能」をどのように充実させるかが最も大事なことだと考え

る。 

 地方分権は必要であると考えるが、先に述べたことを十分

検討したうえで、根本的かつ構造的な議論が必要であると考

える。 
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